
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：       は、交換部分を示す。 

 

 

 

 

基準不適合発生箇所 
視野確保装置の周囲感知モジュールの電子基板上の半導体において、放熱用ペーストの塗布状態が不適切なため、

半導体の温度が上昇して保護モードに移行する。そのため、周囲感知カメラからの信号を処理せず、直前直左の確

認が出来なくなるおそれがある。 

 

 

改善の内容 
全車両、周囲感知モジュールを良品に交換する。 

識別：助手席ドアのボディ側上部、ドアヒンジボルトに銀ペイントを塗布する。 

 

基準不適合発生箇所 
（周囲感知モジュール） 

 

 

 
 


